
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松代真田家文書の調査    ５月９日、２８～３０日 

国文学研究資料館が所蔵する松代真田家文書について

５月９日に予備調査、５月２８～３０日の３日間にかけ

て本調査を行いました。 

 

 

・中条村役場文書（第３次分）  （旧役場文書 １０６点） 

・西条村役場文書（第２次分）   （旧役場文書 ７１点） 

・大門町上町区有文書   （古文書 ２５２点） 

・松本家文書     （古文書 ４２点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野市公文書館 
所 在 地 長野市箱清水一丁目３－８ 長野市城山分室内(〒380-0801） 
電 話 ０２６－２３２－８０５０   Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２３２－８０５１ 
Ｈ Ｐ http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/ 

又は 

開館時間 午前９時～午後５時（閲覧申込みは午後４時３０分まで） 

休 館 日 土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日・年末年始（12月 
29日～1月 3日） 

 

こんなときにはご相談ください。 

・古い土蔵などを取り壊すので、所蔵資料を

寄贈・寄託したい。 

・所蔵資料の保存・活用を図り、後世に伝えたい。 

長野市公文書館 で検索 

 

 

 
 

長野市公文書館では、長野市と合併した町村の公文

書の中から、各役場が実施してきた事業等の内容・経

過などを記録として後世に伝えることが望ましい重

要な文書を選択・保存し、旧役場文書として公開して

います。 

昨年４月から旧中条村役場文書（中条村役場文書、

日里村役場文書、栄村役場文書、長井村・日高村役場

文書、中条村役場文書第２次分）の移管・整理を行い、

随時公開してきました。今年４月、中条支所・中条体

育館に保管されていた中条村役場文書第３次分を移

管・整理し、５月に公開しました。整理された文書は

すべて中条支所に移され、約１年かけて進められてき

た旧中条村の公文書整理が終了しました。 

 

 

 

 

 

長野市非現用文書を移管  ４月１６日 

平成２４年度末廃棄の長野市非現用文書の調査・一次

選択を実施し、当館に移管しました。（写真左） 

文化財保護長野支部総会  ５月１７日 

長野市職員会館で開催された文化財保護長野支部総会

に当館職員が参加しました。 

旧信州新町役場文書の整理開始 ５月１７日 

旧信州新町役場文書の調査・整理に着手しました。（写

真右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中条村役場文書第３次分を中条支所へ移す様子 

当館での整理が終わり、中条支所

へ移された旧中条村役場文書 

『土地貸借契約書』（資料番号 

旧中条村役場３-大-１） 

長野市公文書館便り第１５号        平成２５年６月２８日 

  

旧日原保育所に保管されている

旧役場文書・古文書の一部 

本庁地下書庫から非現用文書を

搬出する様子 

新たに公開した史料です。 

『市誌研究ながの』第２０号 好評発売中 
 
 長野市公文書館開館五周

年記念講演の内容、善光寺地

震で被災した更級郡戸部村

の住民の対応に関する論考

等を紹介しています。 

 当館での販売の他、郵送で

もご購入いただけます。 

 
◆判型 Ａ４版１３２頁 

◆価格 １，４００円（税込） 

 
 

  

日々是
これ

文書 
～スタッフ通信～ 
 

旧中条村役場文書の 

整理が終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治４年（１８７１）、戸籍事

務などを取り扱う戸籍区が設置

され、近世以来の宗門人別帳･

寺請制度が廃止されました。翌

５年、長野県は戸籍区を再編制

し、戸長・副戸長を任命しまし

た。これにともない江戸時代の

庄屋･名主などの村役人も廃止

となりました。 

 ここに掲載した「商法人印鑑取纏帳」は、新たに設

置された戸籍区の事務の一環として扱われたもので

す。村ごとにまとめられ、明治６年９月に提出されま

した。戸籍区の第三十六区に属したのは更級郡の会

村・御幣川村・今里村・丹波島村など１７か村で、現

在の篠ノ井･川中島地区の村々でした。 

 農業と兼業で商売を営む者が商用で使用する印鑑

を届け出たもので、生糸商・穀商・材木商・絞油商・

小間物商など業種もさまざまです。この１冊には第三

十六区１７か村の内、岡田村や御幣川村など４か村９

８人が名を連ねています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治時代を迎え、商売に使用する印鑑を届け出て、

新たな発展を目指そうとした地域の人々の意気込み

を伝えてくれる史料です。 
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ちょっ蔵おいらい館でパネル展 
   ―７月２３日（火）～８月４日（日）― 

 

 

新収蔵史料『更級健一郎家文書』（寄託）より 

「商法人印鑑取纏帳」 
【しょうほうにんいんかんとりまとめちょう】 

 

 

 江戸から明治へ 

  新たな発展をめざす地域の人々の意気込み 

取纏帳は村ごとにまとめられ１冊に綴られている。記され

ているのは上から届出印、住所、業種、氏名で、印鑑は屋

号をあしらったものやシンプルに住所・氏名を刻したもの

などデザインも多様だ。 

 

 長野市東町の「門前商家ちょ

っ蔵おいらい館」で「戦時下の

防空啓発ポスター」と題し、当

館所蔵品によるパネル（複製資

料）展が開催されます。展示さ

れるのは日中戦争勃発後の昭和

１３年当時、市民への啓発の一

環として製作された防空ポスタ

ーで、戦時下の市民生活の一端

を伝える貴重な資料です。 

●門前商家ちょっ蔵おいらい館 

長野市東町 165-3 026-235-0100 
  

 


